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■祇園放生会について 
・毎年 6 月の第一日曜日に開催されています。 
・祇園放生会は昭和 60 年に第一回が行われ、今年で 34 回目となります。 
・放生会は元々、中国・陳代の高僧が旅の途中、漁師が捕えた魚を買い取り、その場で放してあげたことが

由来です。 
・東南アジアでは鳥、日本では魚など、放たれるものが異なるそうです。 
・祇園放生会は、京都大学の学生が中心となった関西学生クリエートが発案して始まりました。 
・地元と学生との交流を目的としていました。 
・関西学生クリエートの主催は途絶えてしまったため、赤山禅院の職員が引き継ぎ、実行委員会として主催

しています。 
・比叡山延暦寺の千日回峰行の大回りとして行われますが、あまり宗教色を出さないようにしています。 
・以前は鯉を放流していましたが、ヘルペスの危険性があると金魚に変えたりしました。今は稚鮎を約 2000

匹放流しています。 
・他に、信者さん・関係者で、トランペットの演奏や尺八の演奏もあります。 
・準備は、時間に追われ大変ですが、大森さんら有志の方がお手伝いしてくれます。 
・赤山禅院は延暦寺の京都側の出張所の機能があります。紅葉も綺麗なので、ぜひお越しください。 
 
■「祝提灯」のご案内 
・末吉町の坂田さんから、祇園祭で練り歩く「祝提灯」についてご案内をいただきました。 
・亀や小槌など、様々な形の提灯を掲げて、  
・文献によると江戸時代にあったらく、ぜひ復活させたい。 
・祝提灯講社が主催する。 
・坂田さん自身は宮本組の役員もやっていることから、当日の提灯の仕切りができないため、代表者を探し

ている。 
・祇園に縁があれば、誰でも OK の組織にしていきたい。
・提灯のデザインはそれぞれ思い思いでやってもらっているが、制作や保管は自己管理でお願いしている。 
・提灯屋に制作を依頼すると、形にもよるが、3~4 万円くらいである。 
・担ぎ手は無償でボランティアがやってくれている。終わった後のお茶くらいは出してあげたい。 
・地域で応援していただきたく、祇園町南側、祇園新橋、縄手繁栄会、婦人会、自治連等に後援のお願いを

している。 
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